
作業環境測定士試験

（分 析 に 関 す る 概 論）

受験番号

分析１／４

次の記述のうち、誤っているものはどれか。問 １

１ 1 は 1 である。L d m３

２ 60 ･ は 1.0 × 10 ･ である。min cm s m-１ -２ -２ -１ -２

３ 1 ％ は 1 × 10 である。４ ppm

４ 1 ･ は 1 × 10 ･ である。mol g mol kg-１ -３ -１

５ 1 ･ は 1 ･ である。g mL g m-１ -３

次の計算で求めた分析値の表し方として、正しいも問 ２

のは下のうちどれか。

(105.3 - 23.41) × 0.060

40.08 × 0.451

１ 0.3

２ 0.27

３ 0.272

４ 0.2718

５ 0.27182

有機化合物の性質に関する次の記述のうち、誤って問 ３

いるものはどれか。

１ フェノールの水溶液は、酸性を示す。

２ アニリンの水溶液は、アルカリ性を示す。

３ プロピオン酸の水溶液は、酸性を示す。

４ エタンは常温・常圧で気体である。

５ 酢酸エチルは、加水分解により酢酸とメタノー

ルになる。

気体に関する次の記述のうち、誤っているものはど問 ４

れか。

１ 圧力が一定の条件において、気体の体積は、絶

対温度に比例する。

２ 体積が一定の条件において、気体の圧力は、絶

対温度に比例する。

３ 混合気体では、成分気体の質量比は分圧比に等

しい。

４ 混合気体の各成分気体の分圧の合計は、その混

合気体の全圧に等しい。

５ 液体と反応しない気体の液体に対する溶解度は、

温度一定の条件で、その分圧に比例する。

水酸化ナトリウムの質量パーセント濃度が 10.0％問 ５

の水溶液（密度 1.11 ･ ）200 と 40.0％のg cm mL-３

水溶液（密度 1.43 ･ ）100 とを混合した溶g cm mL-３

液の質量パーセント濃度として、正しい値に最も近い

ものは次のうちどれか。

１ 14.3％

２ 16.1％

３ 18.4％

４ 20.0％

５ 21.8％



g L mL問 ６ 有機化合物Ａの濃度 0.40 ･ の水溶液 100-１

からヘキサン 30 でＡを抽出した。ヘキサンに抽mL

出されるＡの質量として、正しい値は次のうちどれか。

た だ し 、 水 と ヘ キ サ ン 間 の Ａ の 分 配 係 数

[Ａ] ／[Ａ] は 5.0 とする。ヘキサン 水

g１ 0.0048

g２ 0.016

g３ 0.024

g４ 0.048

g５ 0.080

作業環境測定で行われる分析操作 とその際に用い問 ７ 

る計量器具 との次の組合せのうち、不適当なものは

どれか。

 

１ 標準溶液の調製 メスシリンダー

２ 標準系列液の調製 メスフラスコ

３ 標準試薬の秤量 秤量びん
ひょう

４ 捕集液の分取 全量（ホール）ピペット

５ 標準原液の標定 ビュレット

分析に使用するガラス製体積計に関する次の記述の問 ８

うち、誤っているものはどれか。

１ マイクロシリンジは、微量の液体をはかり取る

のに用いられる。

２ 全量（ホール）ピペットは、受用のガラス製体

積計である。

３ メスフラスコで水溶液を定容するときは、標線

の上端とメニスカスの下端を合わせる。

４ ガラス製体積計の検定は、20 ℃の水の体積を

基準にして行われる。

５ ガラス製体積計の容積は、温度が高いほど大き

くなる。

分析２／４

精製水の製造に関する次の記述のうち、誤っている問 ９

ものはどれか。

１ 蒸留法では、加熱により蒸発しない高沸点成分

を除去することができる。

２ イオン交換法では、原水中の金属イオンを除去

することができる。

３ 陽イオン交換樹脂は、原水中のハロゲン化物イ

オンを吸着し水素イオンを放出する。

４ ろ過法では、逆浸透膜が用いられる。

５ 精製水の純度の指標として比電気抵抗率が用い

られる。

直読式ガス検知管に関する次の記述のうち、不適当問１０

なものはどれか。

１ 変色層の長さから濃度を読み取る。

２ 空気の取り入れ口は管の両端のどちらでもよい。

３ 検知管には有効期限がある。

４ 共存物質の妨害を受けることがある。

５ 冷暗所保存には、冷蔵庫内での保存が含まれる。

ある溶液中の鉄(Ⅱ)イオンを過マンガン酸カリウム問１１

溶液(0.010 ･ )で滴定したところ、終点までにmol L-１

10 を要した。溶液中に含まれる鉄(Ⅱ)イオン量mL

として、正しい値は次のうちどれか。

ただし、下の反応式に示すように、酸化還元滴定に

おいて鉄(Ⅱ)イオンは一電子反応、過マンガン酸イオ

ンは五電子反応であり、鉄の原子量は 56 とする。

Fe + MnO + H Fe + Mn + H O5 8 → 5 4２＋ - ＋ ３＋ ２＋
４ ２

mg１ 5.6

mg２ 12

mg３ 18

mg４ 24

mg５ 28



温度一定の条件下における塩化銀の溶解度積および問１２

溶解度に関する次の記述のうち、誤っているものはど

れか。

１ 溶解度積は、水溶液中の塩化物イオンの濃度に

よって変化する。

２ 水溶液中の銀イオンと塩化物イオンのモル濃度

の積は、溶解度積より大きくならない。

３ 溶解度積の単位は、( ･ ) である。mol L-１ ２

４ 塩化銀の溶解度は、水に対する溶解度よりも、

塩化ナトリウム水溶液に対する溶解度の方が小さ

い。

５ 溶解度積の値を とすると、この温度におけるＫ

。塩化銀の水へのモル溶解度は、( ) であるＫ １/２

物質Ａおよび物質Ｂの水溶液は波長 450 に吸問１３ nm

収があり、ＡとＢのモル吸光係数はそれぞれ 800

･ ･ と 200 ･ ･ である。物質mol L cm mol L cm-１ -１ -１ -１

-４ -１ＡとＢを含み、Ｂの濃度が 4.20 × 10 ･mol L

の水溶液の吸光度を光路長 1 のセルを用いてcm

450 で測定したところ 0.600 であった。水溶液nm

中の物質Ａの濃度として、正しい値は次のうちどれか。

-４ -１１ 1.05 × 10 ･mol L
-４ -１２ 2.10 × 10 ･mol L
-４ -１３ 4.20 × 10 ･mol L
-４ -１４ 6.45 × 10 ･mol L
-４ -１５ 8.40 × 10 ･mol L

電磁波およびその物質との相互作用に関する次の記問１４

述のうち、誤っているものはどれか。

ただし、 はプランク定数、 は光速である。h c

１ 電磁波のエネルギー（ ）と波長（ ）の関係E λ

は、 ＝ である。E hc /λ

λ ν λ ν２ 波長（ ）と振動数（ ）の関係は、 ＝c /

である。

ν λ ν λ３ 波数（ ）と波長（ ）の関係は、 ＝1
－ － /

である。

A T A T４ 吸光度（ ）と透過率（ ）の関係は、 ＝1 /

である。

５ モル吸光係数（ ）の値は、波長（ ）によε λ

って異なる。

分析３／４

原子吸光分析法に関する次の記述のうち、誤ってい問１５

るものはどれか。

１ 光の吸収は、基底状態の原子によって起こる。

２ 原子による光の吸収確率は、原子の原子番号に

比例する。

３ 吸光度は、吸収層の長さに比例する。

４ 吸光度は、原子の濃度に比例する。

５ 原子化効率は、化学炎の燃料組成により異なる。

蛍光およびその測定に関する次の記述のうち、不適問１６

当なものはどれか。

１ 励起スペクトルと発光スペクトルは、ほぼ鏡像

関係にある。

２ 蛍光の強度は、濃度が低い領域で濃度に比例す

る。

３ 蛍光の強度は、濃度が低い領域で励起光の強度

に比例する。

４ 蛍光の強度は、溶存酸素により低下することが

ある。

５ 蛍光の波長は、励起光の波長より短い。



ガスクロマトグラフの検出器に関する次の記述のう問１７

ち、誤っているものはどれか。

１ アルカリ熱イオン化検出器は、有機窒素化合物

の測定に用いられる。

２ 炎光光度検出器は、硫黄化合物の測定に用いら

れる。

３ 電子捕獲検出器は、有機ハロゲン化合物の測定

に用いられる。

４ 水素炎イオン化検出器は、炭化水素の測定に用

いられる。

５ 光イオン化検出器は、希ガスの測定に用いられ

る。

ガスクロマトグラフ分析法に関する次の記述のうち、問１８

誤っているものはどれか。

１ カラムの理論段数は、キャリヤーガスの分子量

が小さいほど大きくなる。

２ カラムの理論段数は、移動相の流速が高いほど

大きくなる。

３ カラムの理論段数は、カラム内径が小さいほど

大きくなる。

４ カラムの理論段数は、カラム長が長いほど大き

くなる。

５ 保持時間は、カラム温度が低いほど長くなる。

分析４／４

Ｘ線に関する次の記述のうち、誤っているものはど問１９

れか。

１ Ｘ線は、結晶に入射すると特定方向に回折する

ことがある。

２ Ｘ線を重い原子に照射すると、原子の種類に特

有な波長の特性Ｘ線が発生する。

３ Ｘ線管から出たＸ線の強度は、真空中では線源

からの距離によらず一定である。

４ Ｋ 線の波長は、原子番号が大きくなると短くα

なる。

５ Ｋ 線は、Ｌ殻の電子がＫ殻に遷移することにα

よって発生する。

半減期8.0時間の放射性核種の放射能が20分の１問２０

に減衰する時間として、正しい値に最も近いものは次

のうちどれか。ただし、 2 0.301 とする。log =10

１ ２０時間

２ ２５時間

３ ３０時間

４ ３５時間

５ ４０時間


